
学芸員のための資料借用心得

近年博物館、美術館施設において特別展を開

催されることが多くなった。慶ばしい限りであ

る。それにともない資料の貸借も頻繁に行われ

ることになる。本学へも借用に来学されること

が多くその立会いの機会も多くなったので、こ

こに学芸員の借用心得についての感想を思いつ

いたまま記してみたい。

学芸員として資料の借用は重要な仕事であり、

館を代表しているのであるから緊張せざるを得

ない。もし不手際があったり、約束の日時を間

違えたりした場合取り返しのつかないことにな

りかねない。その施設が初対面の場合はなおさ

らである。本人の信用は勿論、館の信用まで失

墜させてしまうからだ。

まず資料の借用については事前に特別展開催

についての計画書とともに 「借用願」を館宛に

出し、その結果をもとに交渉に当たる。返信用

封筒あるいは相当分の切手を同封することも常

識である。前もって先方の意向を聞き、自分の

都合とで調整し、約束をとりつける。当日は、

約束の時間より少し早めに到着したい。また初

対面の場合は服装をきちんとしていきたい。道

路事情などで大幅に到着が遅れる場合は、先方

へ連絡しておく。

1. 逼搬業者の選定・打合せ

近年資糾の輸送も美術梱包専用車両の利用が

普及しており、この車両を所有している運送業

者へ依頼すると良い。その従事する担当者も美

術品の輸送・梱包をはじめとする資料の取扱の

エキスパートであり、講習を受けている人々で

ある。輸送計画、借用日時等打合せを行い決定

する。

2. 借用書の持参

最も基本となる書類であり 「借用書Jあるい

は「預り書」または「預証書」ともいう。これ

に借用資料名、出土地（あるいは製作者）、点

数、借用期間等を記入し、借用先へ差し出す。

そして後日資料を返還した湯合に必ず受取り持

ち帰る。

3. 資料の観察

借用資料について充分観察しメモなどを作成

しておくこと。取扱う前に先ず、時計・ 指輪 ・

腕輪などをはずし、布地の手袋を着用し、 そし

て両手で必ず持ち移動させる。また携帯用豆ラ

ンプなどで観察し、完全な資料か、破損してい

る箇所はどこか、傷の状態は、剥落はないかな

どを「借用資料点検書」（写真張付）に記入し、

立会人に確認してもらい借用書の控えとしてお

きたい。書画の「極書」ではたとえ小さな附属

品の場合でも確実に一つひとつていねいに書き

しるしておくことも必要である。この確認が終

わったら梱包作業に入る。

4. 梱包作業

梱包については特に注意深く見守ることが大

切である。専門の業者の梱包作業について基本

手順で行っているか、材料の不足はないか、特

に取扱を丁寧にしているか、箱詰めにして衝撃

を受けても大丈夫なようにしているかなどにつ

いて注意し、間違いがあれば指摘し直してやり

たい。あくまで学芸員が主であり業者は従であ

る。最後に、明記した リストを梱包した箱へ添

付し個数を確認する。

5 • 展示室の見学

梱包が完全に終了したら、時間の許す範囲で

展示室や実習室、図苔室、可能ならば収蔵庫な

どを見学させていただき収蔵方法、整理状態、

換気、除湿等の専門知識を得るとともに、次の

借用の参考にしたいものである。

6 • f昔用資料に関連した論文、写真などの寄贈

申出

借用資料に閑連した論文、紹介記事・写真、

目録文献等について質問し、コピーや資粍・文

献などを恵贈してもらうよう依頼してみるこ と

も必要である。目録解説の参考となる。

7 • 図録•紀要・年報・論文集を献呈する。

資料借用の折、自館の印刷物を寄贈すること

は常識であろう。館のPRにもなり、学問的水

準も評価され信頼度も増すので可能な限り持参

したいものだ。また、借用資料に関連したポス

ター・チラシ・招待券が印刷できていた場合は

持参したい。未定の場合は、印刷が出来上がっ

た段階で直ちに見学いただきたい旨の招待状を

送ることが望ましい。

B • 資料返還心得

- 10-



借用資料の返還期間が近づき、返還日が決定

したら早めに連絡し、返還日について打合せを

行う。到贅後返却資糾を梱包した逆の順序で解

放し、点検していただき、点数等確認の上「借

用証」あるいは「預り証」を返していただく。

その折特別展の図録と若干のお礼（手みやげや

ビール券等が多い）をしたい。借用したお礼と

して予算の範囲において届けたい。あるいは都

合により借用するときに持参しても良い。

最後に学芸員として日頃自覚して業務を遂行

する「心得10則」を記しておきたい。（宮士）II 金

二著 「博物館学」より）

① 館の使命と目的をよく理解し自覚して常

に業務に邁進しているか。

② 事業の発展と奉仕のために常に意を用い

ているか。

軸

文人表具の形成

---—掛緒（天秤） 掛緒（天秤）

蹂 鰈
八双（標木）

：—-中廻し

明朝

ー文字

柱
（中廻しの）

スジ（細金）

本紙

下ー文字

軸端

③ 事業を担当するに必要な教養と専門知識

と情熱とを常にもっているか。

④ 専門的業務について常に調査・研究してい

るか。

⑤ 自己評価について常に留意しているか。

⑥ 専門職としての社会的地位と指導者と し

ての立場を常に自覚しているか。

⑦ 教育的利用法の進歩に常に留意している

か。

⑧ 関連する社会教育施設の調査研究とその

連携に常に留意しているか。

⑨ 学校教育との関連と協携に常に留意して

いるか。

⑩博物館施設の現状と将来について常に留

意し、講演や研究論文等を発表しているか。

較

大和表具の形式

巻緒
八jlj(標木）

天（上）

風帯

露

中廻し

ー文字

柱
（中廻しの）

本紙

下一文字

下中廻し

地（下）

〔角田芳昭〕

軸端（軸首）

掛軸の表装形式
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